
中学１年生・高校１年生の皆さん、ご入学おめでとうございます。ほかの学年の皆さん

も、ご進級おめでとうございます。昨年度の４月は会えませんでしたが、今年はお顔を

見ることができてとってもうれしいです♪４月１２日はパンの記念日。メロンパンがは

やったり、高級食パンがはやったり、何度かおおきなブームが到来。神戸市はパンの購

入金額１位になったこともある街なんです。ドンク、フロインドリーブ、イスズベーカ

リー、ビゴの店、トミーズ、ル・ディマンシュ、サ・マーシュ、パネ ホ マレッタ…老

舗のお店も新しいお店もたくさんあります。そんなパン文化に育った私たち。今回紹介

するのは「しあわせのパン」。映画から生まれた小説です。北海道の月浦にある小さな

オーベルジュ式のパンカフェ「マーニ」が舞台。水縞くんとりえさんが心を込めてつく

る、パンと手料理とコーヒーが自慢のお店です。はるばる訪れるお客さんや、地元の小

学生との交流が描かれていて、どれもほっとするおはなしばかり。エピソードのひとつ

に神戸から来た老夫婦のおはなしがあります。妻の病状が悪化し、ハネムーン以来５０

年ぶりに月浦に訪れたふたり。ひとり娘の有月を阪神淡路大震災で失い、家業である銭

湯もたたんでしまい、最後に思い出の場所で月を見ようとしたのでした。「カンパニオっ

て言葉があるんです。僕はその言葉が大好きでして。もともとの語源は、“パンを分け

合う人たち”のことなんですが、カンパニオ、さて、どんな意味でしょう」水縞くんが

夫の史生さんにクイズを出します。カンパーニュの語源でもあるこの言葉。答えは読ん

でみてのお楽しみなのですが、あったかい言葉だなぁ、と思いました。ほかのおはなし

に出てくるパンやお料理、スープもとってもおいしそう。みんなで食卓を囲む、パンを

分け合う、という行為に、胸がいっぱいになります。水縞くんとりえさんの夫婦にも少

し事情があるのですが、りえさんが好きな「月とマーニ」という絵本が鍵になっていま

す。その絵本も特別付録として巻末に収録。これを読んだあともう一度小説を読み直し

たくなるような、すてきな絵本です。おいしいパンが身近にあるしあわせを感じられる

１冊でした。図書館には映画のDVDもあるので、よかったら観てみてくださいね♪
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